
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告
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1 事業の成果
① 日本防衛学会猪木正道賞選考委員会が選考した受章者に対し猪木正道賞 (正賞、奨励賞、特別賞)

の助成を実施。②日本防衛学会猪木正道賞の発表・授賞式並びに受賞記念発表会等の支援。③国

の防衛と安全保障に関する分野の研究会はコロナ禍のため中止となったが、年報『平和と防衛』

については編集 0刊行を実施した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【1,226】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
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書式第 13号 (法第 28条関係 ) 事 業 報 告 用

令和2年度 活動計算書 (その他事業がム.墜場合)
令和2年4月 1日 から令和3年3月 31日 まで
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和2年度 貸借対照表
令和3年3月 31日 現在

事 業 報 告 用

日本防衛学会猪木正道賞基金

二…… ………」 L____________ユ __ rヽョ

現金預金
未収金
棚卸資産

319,942

什器備品

ソフト
借地権

ェ ア

長期貸付金

【A】 資 産 合 計 ①+② 319,942

:了 111

未払金
預り金

長期借入金
退職給付引当金

126.494

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B… 2】 319,942



28

令和2年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人日本防衛学会猪木正道賞基金

重要な会計方針

計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準 (2010年7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人会計
基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

2.事 業別損益の状況

■
■
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合計
Eヨ田 事 業

事業部門計 管理部門科 目
事業 事業

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

金 額内容

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法
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その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和2年度 財産目録
令和3年3月 31日 現在

事 業 報 告 用
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現金預金
手元現金 91,667

228,275三菱UFJ銀行普通預金

ソフトウェア

319.94

【A】 資 産 合 計 ①+② 319,942

巴 ∫-11■ ■ 0ヨ

未払金

長期借入金

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B… 1】 319,942



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報日の有無を目●した名簿)

田轟耳至:百覇耳研ヨ因

1 確認事項 (法第 20条 及び第 21条 を確認の上、チェックを入れて ください。)

画以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

○理事。監事

イオキベ マコト
令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年

年

月   日

月 日五 百 旗 頭 員

2 (Э理事。監事

コクプン リョウセイ
令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年

年

月 日

日月國 分 良 成

3 (D理事。監事

7+l< <*tBv
令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年 月 日秋 山 昌 廣

五
ュ (Э理事。監事

ワタナベ アキオ
令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日渡 違 昭 夫

Ｆ
０ ○理事。監事

マエカワ キヨシ
令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月 日

日年  月前 川  清

6 (Э理事・監事
ミヤシタ トシヒロ

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年

年

月   日

月   日官 下 寿 広

7 ○理事。監事
ナガサワ イサオ

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月 日

日年  月永 澤 勲 雄

０
５ ○理事。監事

シバオカ ミチオ 令和2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日柴 岡 三千夫

Ｏ

ν ○理事。監事
タナカ コウイチ 令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年 月 同田 中 孝 一

10 (Э理事。監事
イケダ トクヒロ 令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日池 田 徳 宏



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11
ウエ サダマサ

○理事。監事
上 定 正

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月 日

日年  月

12

ンショウ
ウイチロウ

(Э理事。監事

匠 幸一郎

令和2年 7月 30日

令和3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

13

トウ アキラ
理事。○監事

藤  朗

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年   月   日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日本防衛学会猪木正道賞基金

氏   名

五百旗頭 員

2 口分 良成

3 秋山 昌農

4 渡邊 明夫

5
前川 清

6 宮下 寿広

7 永澤 勲雄

Π
三千夫

□
田中 孝―

10
池田 徳宏

11
尾上 定正

12 番匠 幸―郎


